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教
育
委
員
会
は
、
平
成
１５
年

度
の
「
藤
田
奨
学
生
」
と
「
廣

藤
奨
学
生
」
を
募
り
ま
す
。
申

込
は
必
要
書
類
を
、
１１
月
１３
日

ま
で
に
学
事
課
（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
８
１
７
）
へ
。

�
藤
田
奨
学
生
�

【
資
格
】
来
年
４
月
に
大
学

（
修
業
年
限
４
年
以
上
）、
修
業

年
限
３
年
以
上
の
短
大
・
専
修

学
校
専
門
課
程
（
医
療
・
衛
生

・
社
会
福
祉
関
係
学
科
に
限

る
）、ま
た
は
修
業
年
限
２
年
以

上
の
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に

進
学
希
望
で
、
経
済
的
な
理
由

で
修
学
困
難
な
人
。
ま
た
、
他

の
奨
学
金
の
給
付
や
貸
付
を
受

け
ず
、
保
護
者
が
市
内
在
住
の

こ
と
。
所
得
制
限
あ
り

【
貸
付
月
額
】
自
宅
通
学
…

国
公
立
は
２
万
９
０
０
０
円
、

私
立
は
３
万
８
０
０
０
円
▽
自

宅
外
通
学
…
国
公
立
は
３
万
５

０
０
０
円
、
私
立
は
４
万
８
０

０
０
円

【
返
還
】
半
年
ご
と
の
４０
回

均
等
返
還
（
２０
年
）。
無
利
子

【
定
員
】
１
人

�
廣
藤
奨
学
生
�

【
資
格
】
来
年
４
月
に
大
学

（
修
業
年
限
４
年
以
上
）
に
進

学
希
望
で
、
経
済
的
な
理
由
で

修
学
困
難
な
人
。
ま
た
、
市
が

公
募
す
る
ほ
か
の
奨
学
金
（
市

教
育
委
員
会
奨
学
金
、
藤
田
奨

学
金
）
の
貸
付
を
受
け
ず
、
保

護
者
が
市
内
在
住
の
こ
と
。
所

得
制
限
あ
り

【
給
付
月
額
】
国
公
立
は
９

０
０
０
円
、
私
立
は
１
万
２
０

０
０
円

【
返
還
】
必
要
な
し

【
定
員
】
２
人

市
は
、
来
年
４
月
に
市
立
・

私
立
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望

す
る
乳
幼
児
の
申
込
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
保
護
者
の
仕
事
や

病
気
な
ど
で
十
分
な
保
育
を
受

け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

【
申
込
】
来
年
１
月
８
日
ま

で
に
、
所
定
の
申
込
書
を
保
育

課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１

６
０
）
へ
。
郵
送
申
込
は
で
き

ま
せ
ん
。
申
込
書
は
同
課
、
各

支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
ま
す

※
毎
月
の
締
切
は

入
所
希
望
月
の
前
月

２０
日
で
す
が
、
来
年

２
・
３
月
の
入
所
希

望
に
つ
い
て
も
１
月

８
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

秋
の
新
酒
造
り
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
西
宮
の
宮
水
・
酒
・

食
と
伝
統
文
化
を
全
国
発
信
す

る「
西
宮
酒
ぐ
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
」

が
、
１０
月
５
・
６
日
に
西
宮
神

社
で
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
２
日
間
で
延
べ
８

万
人
の
人
出
が
あ
り
、
お
祭
り

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

山
田
知
西
宮
市
長
も
公
務
の

合
間
を
縫
っ
て
駆
け
付
け
、
ひ

と
と
き
の
来
場
者
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
み
ま
し
た
（
上
写

真
）。
市
長
は「
酒
ぐ
ら
ル
ネ
サ

ン
ス
は
、
西
宮
の
秋
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
、
人
々
が
交
流
で

き
る
場
を
提
供
し
た
い
」
と

思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

※
こ
の
内
容
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は

１
面
題
字
横
参
照
）
の
「
市

長
室
・
ふ
れ
あ
い
ア
ル
バ
ム
」

で
も
紹
介
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス

を
。
問
合
せ
は
秘
書
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
４
３
２
）

へ

市
は
、
災
害
援
護
資
金
貸
付

金
の
融
資
を
受
け
て
い
る
人
で
、

事
情
に
よ
り
ま
だ
償
還
し
て
い

な
い
人
や
、
勤
務
な
ど
の
関
係

で
平
日
の
窓
口
相
談
が
困
難
な

人
を
対
象
に
、
休
日
・
夜
間
償

還
相
談
を
行
い
ま
す
。

会
場
は
災
害
援
護
管
理
室（
Ｊ

Ｒ
西
ノ
宮
駅
南
側
フ
レ
ン
テ
西

館
３
階
）
で
す
。

貸
付
金
の
償
還
方
法
に
つ
い

て
は
、
月
分
割
償
還
や
少
額
償

還
も
可
能
で
す
。

な
お
、
８
月
末
現
在
で
同
貸

付
金
の
償
還
済
金
額
は
約
１
１

６
億
２
７
９
１
万
円
で
、
償

還
率
は
５７
・
１３
％
で
す
。
ま

た
、
全
額
繰
上
償
還
件
数
は

３
７
３
２
件
で
す
。

問
合
せ
は
同
室
（
０
７
９

８
・
３
５
・
２
１
９
０
）へ
。

【
休
日
償
還
相
談
】
１１
月

１０
・
１６
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

【
夜
間
償
還
相
談
】
１１
月

５
・
２８
日
に
執
務
時
間
を
午

後
８
時
半
ま
で
延
長

◆
市
か
ら

「
阪
神
間
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

交
流
会
」
開
催

市
、
西
宮
市
Ｉ
Ｔ
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
宝
に
し
の
み
や
、

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

尼
崎
な
ど
は
、
１１
月
１６
日
午
後

１
時
半
か
ら
西
宮
商
工
会
議
所

で「
阪
神
間
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
講
演
「
も
う

ひ
と
つ
の
働
き
方
〜
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

で
起
業
し
よ
う
」（
講
師
は
夢
工

房
代
表
取
締
役
・
田
中
裕
子
さ

ん
）
や
、
相
談
交
流
会
な
ど
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

【
対
象
】
阪
神
間
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
事
業
者

【
参
加
費
】
無
料
。
相
談
交

流
会
参
加
者
の
み
要
参
加
費
３

０
０
０
円

【
申
込
】
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
１１
月
１０
日
ま
で
に
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
尼
崎
（
０

６
・
６
４
３
０
・
０
４
６
１
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スso

h
o
in
fo

@
n
p
o
s.n
e
.jp

）
へ

解
体
家
屋
も

リ
サ
イ
ク
ル
を

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
建
設

工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化

等
に
関
す
る
法
律
）
に
よ
り
、

建
物
の
解
体
工
事
等
を
行
う
と

き
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

分
別
解
体
の
届
け
出
は
市
街

地
建
築
課
（
市
役
所
南
館
２
階

�
０
７
９
８
・
３
５
・
３
０
３

８
）
へ
、
再
資
源
化
の
問
合
せ

は
産
業
廃
棄
物
対
策
課
（
市
役

所
江
上
庁
舎
３
階
�
０
７
９
８

・
３
５
・
３
２
７
７
）
へ
。

�
届
け
出
対
象
工
事
�

●
建
築
物
の
解
体
…
延
床
面

積
８０
平
方
�
以
上

●
建
築
物
の
新
築
・
増
築
…

延
床
面
積
５
０
０
平
方
�
以
上

●
建
築
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
…

工
事
金
額
１
億
円
以
上

●
工
作
物
の
工
事
…
工
事
金

額
５
０
０
万
円
以
上

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

検
察
審
査
員
候
補
者

選
定
の
た
め
の
調
査

西
宮
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

検
察
審
査
会
の
審
査
員
候
補
者

を
選
定
す
る
た
め
、
候
補
者
の

予
定
者
と
な
っ
た
皆
さ
ん
に
職

業
な
ど
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
審
査
員
候
補

者
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
選

挙
人
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ん
だ
予
定
者
の
中
か
ら
更
に
く

じ
で
選
ば
れ
ま
す
。
司
法
関
係

の
職
務
に
従
事
し
て
い
る
人
な

ど
は
検
察
審
査
員
に
な
れ
ま
せ

ん
の
で
、
予
定
者
の
皆
さ
ん
の

職
業
な
ど
を
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

１１
月
上
旬
に
、
選
定
に
関
す

る
調
査
票
を
予
定
者
の
皆
さ
ん

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
検
察
審
査

会
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
同

委
員
会
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
７
３
６
）
へ
問
合
せ
を
。

全
国
物
価
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

総
務
省
は
、
１１
月
２１
日
現
在

で
「
全
国
物
価
統
計
調
査
」
を

行
い
ま
す
。
同
調
査
は
、
全
国

で
小
売
店
舗
と
飲
食
店
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
を
対
象
に
、
物

価
政
策
を
は
じ
め
、
各
種
行
政

施
策
を
立
案
す
る
際
の
重
要
な

資
料
を
得
る
た
め
に
行
わ
れ
る

国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
員
が
訪
問
し
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
は
市
情
報
公
開
室（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
５
０
４
）

へ
。特

別
永
住
の
戦
没
者

遺
族
な
ど
対
象
に

弔
慰
金
な
ど
支
給

特
別
永
住
者
か
帰
化
し
た
人

で
、
旧
日
本
軍
の
軍
人
・
軍
属

な
ど
と
し
て
戦
死
さ
れ
た
人
の

ご
遺
族
や
重
度
戦
症
病
者
の
人

に
弔
慰
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

請
求
期
間
は
平
成
１６
年
３
月

３１
日
ま
で
。
詳
し
く
は
健
康
福

祉
計
画
課
（
０
７
９
８
・
３
５

・
３
１
３
５
）
へ
問
合
せ
を
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
・
雅
楽
荘

入
居
者
を
募
集

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
・
雅
楽
荘

は
、
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。対

象
は
、
市
内
に
１
年
以
上

在
住
の
６０
歳
以
上
の
人
で
す
。

自
分
で
日
常
生
活
が
で
き
て
、

団
体
生
活
に
も
支
障
が
な
く
、

家
庭
環
境
な
ど
に
よ
り
居
宅
で

生
活
す
る
の
が
困
難
な
場
合
に

限
り
ま
す
。
ま
た
、
２
人
の
身

元
保
証
人
が
必
要
で
す
。

最
初
は
２
人
部
屋
へ
の
入
所

に
な
り
ま
す
。
費
用
な
ど
問
合

せ
は
雅
楽
荘
（
０
７
９
８
・
７

４
・
４
１
１
５
）
へ
。

�
市
指
定
金
融
機
関
の
統
廃

合

三
井
住
友
銀
行
甲
東
園
出

張
所
が
１０
月
２１
日
に
廃
止
さ
れ
、

甲
東
支
店
に
統
合

◆
官
公
署
か
ら

雇
用
保
険
の
保
険
料

率
が
変
わ
り
ま
し
た

１０
月
か
ら
雇
用
保
険
の
保
険

料
率
が
変
わ
り
ま
し
た
。

一
般
の
事
業
の
場
合
、
労
使

負
担
分
を
合
わ
せ
、
賃
金
総
額

の
１
０
０
０
分
の
１５
・
５
か
ら

１
０
０
０
分
の
１７
・
５
に
な
り
、

事
業
主
と
被
保
険
者
と
で
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
０
分
の
１
ず
つ
の

負
担
増
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
は
兵
庫
労
働
局
職
業

安
定
課
（
０
７
８
・
３
６
７
・

０
８
０
３
）
へ
。

◆
そ
の
他

育
児
・
介
護
・
家
事

情
報
を
電
話
で
提
供

２１
世
紀
職
業
財
団
兵
庫
事
務

所
は
、
電
話
で
育
児
・
介
護
・

家
事
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る

「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ

ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜

（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時

半
〜
午
後
４
時
半

★
電
話
番
号

０
７
８
・
７

９
４
・
２
０
２
０

【
８
・
９
月
分
】�
市
あ
て
�

★
「
青
い
鳥
」
福
祉
基
金
へ

夙
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
会
、

西
宮
美
術
協
会
、
村
上
靖
子
、

小
西
印
刷
所
役
員
・
社
員
一
同
、

平
野
清
子
、
心
身
道
強
虎
、
村

田
泰
造
、
金
曜
会
、
宇
都
宮
春

江
、
田
村
朋
、
甲
子
園
口
商
店

連
合
会
、
瓦
林
地
区
青
少
年
愛

護
協
議
会
、
匿
名
１
件
�
合
計

７５
万
８
０
０
０
円

�
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
�

★
善
意
銀
行
へ

県
立
西
宮
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
、
グ
ル
ー
プ

つ
く
し
ん
ぼ
、
安
井
地
区
連
合

婦
人
会
、
魏
綉
齢
、
田
中
幸
枝
、

山
本
憲
司
、
河
瀬
喜
和
子
�
合

計
３８
万
７
７
４
１
円

★
物
品

の
寄
付
（
手
作
り
ま
り
、
古
典

講
読
テ
ー
プ
、
ふ
き
取
り
布
、

平
山
郁
夫
展
招
待
券
、
タ
オ
ル

な
ど
）

グ
ル
ー
プ
つ
く
し
ん

ぼ
、
徳
山
清
子
、
田
中
幸
枝
、

西
宮
遊
技
業
組
合
、
ノ
ボ
テ
ル

甲
子
園

（
敬
称
略
）

所在地
高須町２丁目

所在地
中須佐町
高木東町
津門呉羽町
広田町
高須町２丁目
末広町
山口町船坂

山口町下山口４丁目
名塩１丁目

門戸西町

甲子園浦風町
段上町２丁目
今津真砂町
西宮浜４丁目
門戸東町
林田町

高松町

神楽町

※１ 安井保育所は来年４月から民間に移管され私立保育所になります
※２ 西宮ＹＭＣＡ保育園（仮称）は来年４月に開園予定です

市立保育所
高須西保育所

私立保育所
幸和園保育所
一麦保育園

桂みどり園保育所
月影保育所
パドマ保育園
マーヤ保育園
船坂保育所
やまよし保育園
名塩保育園

聖和乳幼児
保育センター

甲子園保育所
段上保育所
ちどり保育園
なぎさ保育園
新甲東保育園
めだか保育園

駅前なでしこ
保育園

西宮ＹＭＣＡ保育園
（仮称、認可予定※２）

所在地
与古道町
小松北町１丁目
川添町
笠屋町
神明町
学文殿町１丁目
石在町
枝川町
大屋町
今津水波町
上田東町
森下町
浜脇町
安井町
津門稲荷町

甲子園口５丁目

仁川町４丁目
松風町
今津出在家町
上之町
戸崎町
高須町１丁目
神垣町

市立保育所
朝日愛児館
小松朝日保育所
建石保育所
鳴尾保育所
芦原保育所
学文殿保育所
用海保育所
浜甲子園保育所
瓦木北保育所
今津文協保育所
鳴尾東保育所
むつみ保育所
浜脇保育所
安井保育所※１
津門保育所

瓦木みのり
保育所

甲東北保育所
北夙川保育所
今津南保育所
上之町保育所
鳴尾北保育所
高須東保育所
大社保育所

４月入所の申込を
受け付けています

市立・私立保育所

市立・私立保育所の一覧

藤
田
・
廣
藤
奨
学
生
を
募
集

申
込
は
１１
月
１３
日
ま
で
に
学
事
課
へ

西宮酒ぐらルネサンス

休日・夜間償還相談を
ご利用ください

８万人の人出でにぎわう

災害援護資金貸付金

平成１４年（２００２年）１０月２５日（３）


